
１．研究の背景

建設業から出た産業廃棄物を利用して出来たチップを燃料として利用したボイラーで出来た
温水を利用してイチゴハウスの冬季の暖房に利用する。

試作した熱交換器を平田観光農園に設置して実証実験を行う

２．研究目的

地域資源を有効に活用する事で新しい事業に繋がれば面白い。

建設業から出た産業廃棄物を利用したチップなので利用する事により廃棄物の処理事業の
流通のすそ野が広がる。

３．研究の成果

実際に運転して連続20日間の運転が出来、製品としての実用化が可能になった。

安い低品質のチップで運転出来ます

ランニングコストは化石燃料と比較して安価です

ＣＯ２の削減効果が大きい

ハウスの室内暖房もボイラーの温水を利用して出来ます

遠方監視システムも利用出来ます

４．データなど

試運転によりこのボイラーの出力
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地域木質系廃棄物処理を志向した原料チップ連続供給
熱交換ボイラーの開発
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